
2019年度　学友会活動奨励賞
１．文化会　奨励賞
《団体賞》
　　軽音楽部　スウィンギンキャッツＪ・Ｏ

第50回 YAMANO BIG BAND JAZZ CONTEST東日本予選首位通過、
本選出場

《個人賞》
　　美術部 小張理恵（済3年）

第37回草加市美術展　草加市美術協会賞受賞
２．体育会　奨励賞 
《団体賞》
　①硬式庭球部

男子　関東大学テニスリーグ　4部優勝
　②バレーボール部

女子　関東大学バレーボール連盟　秋季リーグ戦　5部優勝　4部昇格
　③ボウリング部

関東学生ボウリング連盟　春季リーグ　1部昇格
　④ラクロス部
　　男子　関東学生ラクロスリーグ戦　2部優勝　1部昇格
《個人賞》
　①硬式野球部 並木秀尊（済3年）
　　首都大学野球連盟春季・秋季2部リーグ戦　ベストナイン(外野手)
　　大学日本代表候補選出
　②硬式野球部 前島健志郎（律3年）
　　首都大学野球連盟春季・秋季2部リーグ戦　ベストナイン(外野手)
　　秋季2部リーグ戦　首位打者
　③硬式野球部 雪野敏和（営4年）
　　首都大学野球連盟春季2部リーグ戦　ベストナイン(投手)
　④硬式野球部 稲荷田朝陽（済1年）
　　首都大学野球連盟秋季2部リーグ戦　ベストナイン(投手)
　⑤硬式野球部 伊藤圭吾（済2年）
　　首都大学野球連盟秋季2部リーグ戦　ベストナイン(遊撃手）

　⑥舞踏研究会 竹内大輔（営4年）・土方美沙希（律4年）
　　第104回東部日本学生競技ダンス選手権大会　ルンバの部優勝
　⑦フライングディスク部　大竹翔賀（律4年）
　　日本フライングディスク協会　U-24　日本代表選出
　⑧フライングディスク部　木内菜 （々環2年）
　　日本フライングディスク協会　U-24　日本代表選出
　⑨ボウリング部 山﨑泰樹（仏3年）
　　関東学生ボウリング連盟　春季　個人メジャーリーグ　優勝
　⑩ラクロス部 志野哲哉（営4年）
　　関東学生ラクロスリーグ　2部リーグ戦　ベスト12　
　⑪ラクロス部 真壁啓文（総4年）
　　関東学生ラクロスリーグ　2部リーグ戦　ベスト12
　⑫ラクロス部 相馬一輝（総3年）
　　関東学生ラクロスリーグ　2部リーグ戦　ベスト12

３．愛好会　奨励賞
《団体賞》
　①ジャグリングサークル　カクタス

学内外での積極的な活動と、児童館や老人福祉施設でのパフォーマンスに
よる地域貢献活動を評価

　②ＹＥＲＢＡ　ＢＵＥＮＡ
老人福祉施設や国際交流パーティーでの演技披露など、継続的な学外イ
ベント出演による地域貢献を評価

　③獨協大學武道空手鷹鸇
継続的に密度の濃い活動を展開しつつ、全国大会においても多数の入賞
者を出した点を評価

《個人賞》
　　お笑いサークル　ルナジリオ　阿久津知也（環2年）

24大学が加盟するお笑いサークル連盟主催の「大学芸会個人戦2019」に
おいて他大学学生と組んだコンビが出場448組中、決勝8位

獨協大学ニュース１月号
訂正のお知らせ

（P.9） Campus Information 「年度末までの施設利用」
STYLE CAFEの営業時間
（誤）3月1日(日)～3月31日（火）10:00～14:30（LO 14:15）土曜日は14:00（LO 13:45）
（正）3月1日(日)～3月31日（火）10:00～14：00（LO 13:45）（日・祝は休業）

（P.12） Campus Information　「入試課」
2科目全学統一（B方式）の試験日
（誤）1月1日
（正）2月2日

学友会活動奨励賞授与式開催
　2月4日、学生センター雄飛ホールにて、2019年度学友会活動奨励賞授与式が開催された。学友会活動奨励賞は学友会活動において優秀な成績を
収めた団体・個人、また本学の名を内外に広めた団体・個人に対して、表彰することを目的としたもの。
　当日は、学友会会長である犬井正学長からお祝いの言葉があり、ラクロス部志野哲哉さん（営４年）が受賞者を代表し、「獨協大学には『大学は学問を
通じての人間形成の場である』という建学の理念がある。これからも獨協大学の学生が、学
問と学友会活動を通して人として成長してゆくことを願っている。私は獨協大学のOBにな
るが、ラクロス部だけではなく、他の体育会、文化会、愛好会の活躍が聞けたらとても嬉し
く思う」と挨拶した。
　また、獨協大学同窓会・樅柳会表彰が山本英雄獨協大学同窓会・樅柳会理事長代行より
行われ、所澤賞をラクロス部、奨励賞を合氣道部、ボウリング部がそれぞれ受賞した。
　学友会活動奨励賞受賞団体・個人の一覧は、下記のとおり。

メディアに登場した獨協大学（19年12月16日～20年2月15日）
■黒川文子経営学科教授　「車再編 環境とITで加速」と題し、イン
タビュー記事が掲載された（12月25日・読売新聞朝刊・8面コラ
ム「WATCHERS 専門家の経済講座」）
■伊豆田俊輔ドイツ語学科専任講師　訳書『東ドイツ史1945－
1990』（ウルリヒ・メーラート著、白水社）の書評が掲載された（1
月5日・毎日新聞朝刊、「週刊ダイヤモンド」1月11日号）
■本学卒業生で漫画家の森泉岳土さん（98年英卒）のインタ
ビュー記事が掲載された（1月11日・東京新聞夕刊・5面）
■森永卓郎経済学科教授　「みなさんが、一番幸せな暮らし」と題
し、北関東についてのインタビュー記事が掲載された（1月12日・
朝日新聞朝刊〔茨城版〕・17面、1月13日・朝日新聞朝刊〔群馬
版〕・21面コラム「Viva！北関東」）

■本学硬式野球部の金子尚生さん（済4年）がプロ野球独立リーグ
石川ミリオンスターズの新入団選手として紹介された（1月15
日・読売新聞朝刊〔石川版〕・26面）
■竹田いさみ英語学科教授　「海の世界秩序400年史」と題し、イ
ンタビュー記事が掲載された（1月20日・読売新聞朝刊・23面）
■竹田いさみ英語学科教授　著書『海の地政学』（中公新書）の書
評が掲載された（2月2日・読売新聞朝刊・12面）
■山路朝彦副学長が次期学長に就任（2月2日・読売新聞朝刊〔埼
玉版〕・22面、2月6日・毎日新聞朝刊〔埼玉版〕・23面）
■木原隆司国際環境経済学科教授　「感染症対策、関係国の協力
が必要」と題し、新型コロナウィルスへの対策について解説（2月
12日・日本経済新聞朝刊・12面「経済教室 私見卓見」）

獨協大学ニュース1月号に、下記の誤りがありました。お詫びするとともに訂正いたします。

この3月末で退職される教員の方々にコメントをいただきました。
退職にあたって

※定年退職の方のみ掲載。

※掲載は五十音順

新井 孝重
経済学部
経済学科・教授

　着任以来、荘園経済をゼミの研究
課題としたので、毎年遠くの荘園故
地に学生を連れて行きました。現地
を歩くゼミ活動は、教員人生の中で
大きな事故もなく、どうやら無事に
終了できました。大学を構成するす
べての方々に感謝いたします。

飯島 一彦
国際教養学部
言語文化学科・教授

　平成の時代３１年間を丸々お世話
になりました。
　お陰様で獨協でなければ絶対に
できなかったことを沢山経験させて
もらいました。
　学生にも職員にも同僚の皆さん
にも感謝感謝です。大学の益々の発
展を祈っています。

犬井 正
経済学部
国際環境経済学科・
教授
学長

　33年間の長きにわたって獨協大
学に奉職し、先輩諸氏、同僚教職員、
教え子の支えによって充実した時を
過ごすことができました。今後も、
フィールドワーカーとして「自然と人
間の関係の地理学」を追求していき
たいと思います。

御園生 眞
経済学部
経済学科・教授

　35年間、本学で快適な研究・教育
の環境が得られたことに感謝したい
と思います。とりわけ、職員の皆さん
には様々な面で大変にお世話になり
ました。これからの獨協大学のさら
なる発展と飛躍を願っております。

中村 健治
経済学部
国際環境経済学科・
教授

　2013年4月に着任して以来、環境学を
中心に講義をしてきました。これまでは理
系の院生が相手でしたがここ獨協では文
系の学部学生が相手となり、当初はかなり
戸惑いましたが、それまでの論文一辺倒か
ら一般向けの教養レベルの本をたくさん
読み、勉強させてもらいました。ゼミもやっ
と少し軌道に乗ったところで退職となりま
す。振り返れば大変楽しませていただきま
した。同僚、事務の方々、また学生諸君に感
謝いたします。

市川 須美子
法学部
法律学科・教授

　改革を迫られている大学での生
活に一区切りです。学びの面白さを
伝える役割を次世代研究者にバトン
タッチして、私自身は、研究という遊
びの世界にどっぷりとつかる毎日を
楽しみにしています。

東 孝博
国際教養学部
言語文化学科・教授

　学生のみなさん、学問をしましょう。
　みなさんは可能性のかたまりです。
大学は、みなさんの可能性を見つけ
出し、引き出し、引き上げる場です。学
問によって、それを成し遂げましょう。
期待しています。

細田 哲
経済学部
経営学科・教授

　十分な研究環境の下でも、さした
る研究成果を挙げられませんでし
た。そんな教員の存在が、向学心を
欠く学生を増殖させたのかと思いま
す。結果、天野先生のお言葉の貴重
な意義を損なわせ、申し訳なき気持
ちで一杯です。

古川 堅治
国際教養学部
言語文化学科・教授

　32年間当たり前のように通って
きたキャンパスで、良き学生の皆さ
ん、良き職員の方々、良き先生・同僚
の方々に恵まれ、仕事に携わらせて
いただきました。「終わり良ければす
べてよし」とも申します。皆さま、本
当にありがとうございました。




